








ともに学ぶ教育学 （その 5) 
























































も変えなければならないという考えがあること ② そのキーワードは 「関心・ 意欲 ・態度」
で，それを見て通知表にも表さねばならないと思っていること ① 絶対評価に転換したのだ
から，たとえば 「もう少し」「よい」「たいへんよい」の記述尺度に合わせるような観察とOじ
るし入れにならざるをえないのではないか，となったこと ④ 関心・ 意欲 ・態度を見るのに
は ア．学習活動を子どもにまかせなければ見られないのではないかという指導法の模索 イ．
観察と記録のための教師の負担は大きく，これで全体としてよい指導になっているのかとの不



























































































































































































表1 この講義を選択した動機または理由 （教育学） 平成4年前期
動機または理由
保健体育科養護コー ス
D E F G 計 （%）
1 講座名に魅力を感じ 16 19 22 24 81 (52.3) 
2 目指す仕事に必要と 35 36 36 39 146 (94. 2)
3 母親になった時に必要と 15 17 15 17 64 (41.3) 
4 便覧などの説明を見て 8 13 12 14 47 (30.3) 
5 先生などの指導で 2 2 1 2 7 ( 4. 5) 
6 受講経験者に聞いて 9 14 11 6 40 (25.8) 
7 1回目の受講者に聞いて 。 1 。 2 ( 1.3) 
8 試しに受けてみて 6 1 16 9 42 (27 .1) 
回答者数 36 42 37 40 155 
履修率 82.2 93.3 86.4 95.6 89.4 









A B c 計 （%）
講座名に魅力を感じ 27 22 26 75 (52.4) 
2 目指す仕事に必要と 44 39 42 125 (87 .4) 
3 母親になった時に必要と 19 15 22 56 (39.2) 
4 便覧などの説明を見て 19 17 14 50 (35.0) 
5 先生などの指導で 1 。 2 3 ( 2.1) 
6 受講経験者に聞いて 19 25 17 61 (42.7) 
7 1回目の受講者に聞いて 。 2 4 6 ( 4.2) 
8 試しに受けてみて 11 9 7 27 (18. 9) 
回答者数 47 48 48 143 
履修率 96.0 100.0 100.。 98.7 
（受講者／選択可能在籍者） 48/50 50/50 49/49 147/149 
表3 この講義を選択した動機または理由（教育学） 平成3年後期
動機または理由 服飾美術 家庭科学 工芸美術 計 （%）
1 講座名に魅力を感じ 40(38.8) 34(54.0) 20 (41. 7) 94(43.9) 
2 目指す仕事に必要と ⑤ 8( 7 .8) 14(22.2) ⑥ 20 (41. 7) 42(19.6) 
3 母親になった時に必要と 38(36.9) 26 (41.3) 20 (41. 7) 84(39.3) 
4 便覧などの説明を見て 36(35.0) 22(34.9) θ 9 (18.8) 67 (31. 3) 
5 先生などの指導で 0( 0.0) 0 ( 0.0) 2 ( 4.2) 2( 0.9) 
6 受講経験者に聞いて 51 (49. 5) 22 (34.9) 17 (35 .4) 90(42.1) 
7 1回目の受講者に聞いて 16(15.5) 8 5(7.9) 9 (18.8) 30(14.0) 
8 試しに受けてみて 60(58.3) 44(69.8) 21 (43.8) 125(58.4) 
回答者数 103 63 48 214 
履修率 ＠ 58.4 42.8 ＠ 35.4 46.9 
（受講者／選択可能在籍者） 115/197 65/152 51/144 231/493 






1 講座名に魅力を感じ 8 (44.4) 14(27.5) 41 (43.2) 27 (28 .4) 90(34. 7)
2 目指す仕事に必要と θ 0( 0.0) 9(17.6) 11 (11. 6) 6 ( 6.3) 26(10.0) 
3 母親になった時に必要と 1 ( 5.6) θ 0( 0.0) 10 (10. 5) 5 (5.3) 16( 6.2) 
4 便覧などの説明を見て 10 (55.6) 16 (31. 4) 43(45.3) 45 (47.4) 114(44.0) 
5 先生などの指導で 8 0( 0.0) R33(64.7) ③ 4( 4.2) R 3( 3.2) 40 (15 .4) 
6 受講経験者に聞いて 16 (88. 9) θ27(52.9) 72(75.8) 75(78.9) 190(73.4) 
7 l回目の受講者に聞いて 3(16. 7) θ2( 3.9) 9( 9.5) 19 (20.0) 33(12. 7) 
8 試しに受けてみて 8仏4.4) 19(37.2) 42(44.2) 52 (54. 7) 121 (46. 7)
回答者数 18 51 95 95 259 
履修率 48.9 Rl 98.1 70.7 72.0 72.2 
（受講者／選択可能在籍者） 23/47 52/53 128/181 103/143 306/424 
（ ）内は% Oは有意，Oは著しく有意




































52.3 ＋ 2.0 
94.2 ＋ 2.3 
41.3 ① 10.8 
30.3 十 6.4 








































B B-A 養護コー ス
52.3 0.1 
94.2 ＋ 6.8 
41.3 ＋ 2.1 
30.3 4.7 
4.5 ＋ 2.4 
25.8 R 16.9 
1.3 2.9 



















保健体育科の者が 「めざ 表7 美術系コースと保健体育系コースの差異
動機または理由 A美術系 B保体系 B-A 
1年生後期 l年生前期
1 講座名に魅力を感じ 43.9 52.3 ＋ 8.4 
2 目指す仕事に必要と 19.6 90.9 @ 71.3 
3 母親になった時に必要と 39.2 40.3 ＋ 1.0 
4 便覧などの説明を見て 31.3 32.6 ＋ 1.3 
5 先生などの指導で 0.9 3.4 ＋ 2.5 
6 受講経験者に聞いて 42.1 33.9 8.2 
7 l回目の受講者に聞いて 14.0 2.7 。 11.3
8 試しに受けてみて 58.4 23.2 。 35.2
回答者数 214 298 ／／／ 




















表8がそれである。ここ 表8 前期と後期の差異 （統計学）
動機または理由 A平成4年 B平成3年 B-A 
1年生前期 1年生後期
1 講座名に魅力を感じ 29.8 34.7 ＋ 4.9 
2 目指す仕事に必要と 8.2 10.0 ＋ 1.8 
3 母親になった時に必要と 5.8 6.2 ＋ 0.4 
4 使覧などの説明を見て 46.5 44.0 2.5 
5 先生などの指導で 0.9 15.4 @ 14.5 
6 受講経験者に聞いて 63.5 73.4 ① 9.9 
7 I回目の受講者に聞いて 15.2 12.7 2.5 
8 試しに受けてみて 62.6 46.7 !@ 15.9 
回答者数 347 259 ／／ 








































1 講座名に魅力を感じ 43.9 34.7 
2 目指す仕事に必要と 19.6 10.0 
3 母親になった時に必要と 39.3 6.2 
4 便覧などの説明を見て 31.3 44.0 
5 先生などの指導で 0.9 15.4 
6 受講経験者に聞いて 42.1 73.4 
7 1回目の受講者に聞いて 14.0 12.7 
8 試しに受けてみて 58.4 46.7 
回答者数 214 259 














θ 11. 7 
／／／／ 


































































プ ロロ ーグ ｜ 講 話 （演習を含む）
AM（曲名，｜ レポート 歌唱 日起〉 体〉 ；（転〉 （結〉
作曲者等の｜｜の返却 iテーマない ｜課題の所在 ！具体例 まとめの言葉I • I 主要な内容 l掲示） ｜｜プリント jしアプロー ｜テーマの意義 ：体験談 ※余滴の話
テーマ板書 ｜の配付 lチソング ｜（レポー ト紹介） ：練習 （統計のみ）
鐘 挨拶（目のいく所に心がいく） 必要に応じ軽い業間体操
エ ピロ ー グ
毎時レポート ｜音楽
※小テスト ・思い｜｜後片付け


































































それをおおまかな記述尺度で採点することにしてきた。 ① 受講ノー ト ②課題ノー ト ③ 
















尺度合計点 I13, 12, 11 I 10 I 9 



















































13) 5）の p.141-152 
14) 12）の p.87
